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を認めていたこと，20XX 年 9 月 7 日に撮影された胸部 CT
で腫瘍は高濃度であり気管支拡張を認めていたことより，
ABPA/ABPM のような病態と考えられた．
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golimumab を導入されたが，golimumab 導入時に胸部 CT
で多発肺結節影を認め，肺クリプトコッカス症として
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ことができないために atypical squamous lesion と診断した．
